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閣 期における記聞 とその綻 瓢の闘(u)
一 自己統制と愛他行動との関係を中心に 一一

中　E日　　栄（兵庫教育大・日本学術振興会）

〔目的〕　 本研究は，幼児期における自己統制とその規定要因について，昨年度（中田,  1998）

に引き続き検討していく。本研究では，「状況理解」「遊びに対する能動性」「他者理解」「愛

他行動」を取り上げ，自己統制と各要因との関係を明らかにする。

〔方法〕(1) 対象:15 園の幼稚園に在籍する４歳から５歳のクラスの幼児を持つ担任の教師とし，

725名の幼児についての評定結果を分析の対象とした。（2浮 続き：担任の教師に質問紙を配布し，

教師が幼児の行動評定を行った。（3)内容：観察記録，事例研究での記述を踏まえて項目を作成し

た。（1)従属変数：①自己統制（計18 項目）,（2)独立変数：①愛他行動（9 項目）,②自己効力（9 項

目）,③他者理解（9 項目）,④遊びに対する能動性（9 項目）,⑤状況理解（9 項目）。なお，評定

は，“だいたいそう（4点）”からt ほとんどない（1点）"までの４件法を用いた。

C結果と考察〕 本研究の結果から，明らかにされたことは，次の５点に要約できる。①幼児の

“自己統制”に対して，“愛他行動”ど 状況理解”及び“遊びに対する能動性”からの影響が

顕著であった。②遊びに対する能動性”はIt 自己統制”の規定要因であると同時に，“愛他行

動”ど 状況理解”を規定している要因でもあることが明らかにされた。③“共感性”ど 自己

効力”はit 遊びに対する能動性”を媒介として，間接的に“自己統制”を規定している要因で

あることが示唆された。④“共感性”は，“遊びに対する能動性”のほかtl 愛他行動”にも強

い正の影響を示していたことからtt 遊びに対する能動性”ど 愛他行動”を媒介として間接的

に自己統制を規定している要因であることが示唆された。⑤" 他者理解”は，“愛他行動”を媒

介として，間接的に自己統制を規定することが示唆された。

I Ea- 2 幼児の食行動と健康に影響を及ぼす要因

○林　辰美　 伊東　るみ ( 中村学園大)

目的：　本研究は発育発達に適応した効果的な健康教育の方法を確立するために、幼児の生

活習慣、食習慣、遊びを通して幼児の食行動と健康に影響を及ぼす要因について検討したので

報告する。

対象および方法:　 Ｌ福岡市の民間保育園129 ヶ園に通園する3 ～6 歳の幼児11,562 名を対

象として、保育園を通して保護者に回答を依頼した。有効回収率は60.7% であった。分析対象

は、7,013 名（3 歳児985 名、４歳児2,257 名、５歳児2,355 名、６歳児1,416 名）とした。

2.調査時期は1998 年10 月～11 月である。3. 調査内容は、健康・身体状況、生活習慣・環境、

遊び、食習慣・食行動について33 要因とした。4 統計学的解析については、群間の差の検定

にはunpaired t･test、χ'･testを行い、また要因分析には数量化:［類、II類を用いた。

結果および考察:　1. 年齢による要因は、数量化 工類分析から遊びの種類、お手伝いの内容、

料理の経験の順にレンジが大であり、年齢が生活習慣を通して食行動に関与していることが明

らかになった。　2.性別による要因については数量化II類分析から、料理への興味の偏相関係

数が最も大であった。これらのことから、年齢を充分に考慮した上で、幼児の日常の遊びの中

に食習慣の基礎づくりが可能となるメディアの工夫とその導入の必要性が示唆された。
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